
【令和８年度 国語科授業改善推進プラン】  
 

(1)国語科で身に付けさせたい力・目指す生徒像 

・日常生活や公の場で、状況や相手を思いながら正しい言語や文字を適切に操ることができる。 

・授業で学んだ基礎的な知識を生かし、言葉や文字で的確に表現し伝え、発表することができる。 

・分野や文章の種類によって異なるねらいを理解し、豊かな言語表現を用いて書くことができる。 

(2)学習状況及び課題  

 

 

 １学年 ２学年 ３学年 

学
習
状
況 

･チャイム前着席の徹底ができ

ているため、学習のスタート

をスムーズに行うことがで

きている。 

・授業態度が意欲的で発言や挙

手も多く、集中して取り組め

ている。 

･ノート作りは、様々な考えや 

意見のための補助になるよう

にできている。どのようなや

りとりを行い、何を考えたの

かということを、各自で工夫

している様子が見られる。 

・分かりやすく説明するため

に、情報を整理し順序立てた

構成を考え書くことができ

ている。 

・授業態度もとても良い状態を

保ち、集中して取り組めてい

る。 

・ノート作りは、様々な考えや

意見のための補助になるよ

うにできている。どのような

やりとりを行い、何を考えた

のかということを、各自で工

夫している様子が見られる。 

・授業を通して、継続して新し 

い言葉に触れる機会をつく

ることができている。 

・聞き手を意識した発表、集中

して聴写することができて

いる。 

・チャイム前着席をして、各自

が漢字の学習に取り組むこ

とができるため、その後の授

業もスムーズに行うことが

できている。 

・プリントの記入は、様々な考

えや意見のための補助にな

るようにできている。どのよ

うなやりとりを行い、何を考

えたのかということを、丁寧

に記録に残すことができて

いる。 

・聞き手を意識した発表、集中

して聴写することができて

いる。 

学
力
調
査
結
果 

＜３年の全国学力調査について＞ 

 全国の正答率を基準に見ると、本校の正答率は全国の正答率より、11.1ポイント高い。「言葉

の特徴や使い方に関する事項」は全国で11.5ポイント、都で8.1ポイント上回り語彙力が高いこと

がうかがえる。それに関連し、「読むこと」の項目の正答が全国で12.5ポイント高く、「書くこ

と」は、全国で12.1ポイント高い。ただし、全体的に全国の正答率を上回っているが、今後は文

章の文脈を捉え、根拠をもって言葉の意味や表現の効果を説明する力を育てていくことが課題と

なる。 

指
導
上
の
課
題 

・指示や、発問を理解すること

や、学習課題への取りかかり

に時間を要する生徒や、提出

物に改善の余地が多くある

生徒への声かけを的確・丁寧

に行う。 

･授業のねらいや流れ、振り返 

り等の掲示を、分かりやすく 

簡潔にする。 

 

・机間指導をして生徒の状況を

掴み、テンポよく進める。 

・日本語の良さを実感させ、伝

えられるよう指導する。 

･ 授業のねらいや流れ、振り返 

り等の掲示を、分かりやすく 

簡潔にする。 

 

・ワークシートは、学んだこと

を整理し直すことができて

いるため、振り返って活用を

図れるようにすることが課

題である。 

･ 授業のねらいや流れ、振り返 

り等の掲示を、分かりやすく 

簡潔にする。 

 



(3)改善プラン 

 １学年 ２学年 ３学年 

学
習
面 

〈授業〉 

・始業チャイム直前の、漢字の

書き取りに継続的に取り組

ませることにより、学習のス

タートをスムーズに行える

ようにする。また、単元ごと

に振り返りを徹底し、漢字の

力を付けさせる。 

・考えながら読む習慣を付けさ

せて読む力を伸ばす。 

 

〈家庭学習〉 

・漢字練習、ワーク、ワークシ

ート、音読、ノート 

〈授業〉 

･ 始業チャイム直前の、漢字の

書き取りに継続的に取り組

ませることにより、学習のス

タートをスムーズに行える

ようにする。 

･ 毎時と単元ごとの振り返り

を徹底し、学習理解の定着を

図る。 

・考えながら読む習慣を付けさ

せて読む力を伸ばす。 

〈家庭学習〉 

･漢字練習、ワーク、ワークシ

ート、音読、ノート 

〈授業〉 

・漢字のテキストを用いた学習

に継続的に取り組ませる。ま

た、単元ごとに振り返りを徹

底させ、思考の変容が自分自

身で分かるようにする。 

・自分の考えを進んで伝えよう

とするために、教材と生活を

関連させ、動機付けを行う。 

〈家庭学習〉 

･ 漢字練習、ワークシート 

･ ワーク ・ノート 

・3年間の総整理問題集 

指
導
面 

・各単元の目標を、授業のはじ

めに明確に示す。 

･発表の場や話し合い活動を定

期的に設け、一人一人の学び

を深めていく。 

・机間指導を頻繁にして生徒の

状況をつかむ。 

・毎時と単元ごとの振り返りを 

徹底し、学習理解の定着を図

る。 

 

・各単元の目標を、授業のはじ

めに明確に示す。 

・発表の場や話し合い活動を定

期的に設け、一人一人の学び

を深めていく。 

・机間指導を頻繁にして生徒の

状況をつかむ。 

・毎時と単元ごとの振り返りを 

徹底し、学習理解の定着を図

る。 

・各単元の目標を、授業のはじ

めに明確に示す。 

・短く具体的な指示を出すこと 

で、学習内容を明確に伝え

る。 

・学習課題の明確な設定と発問

を工夫する。 

・毎時と単元ごとの振り返りを 

行い、学習理解の定着を図

る。 

・発表の場や話し合い活動を定 

期的に設け、一人一人の学び

を深めていく。 

(4)評価 

①授業に取り組む様子 

②漢字ノート、ワーク、ノート（２段目、３段目） 

③朗読や音読 

④家庭学習の様子 

⑤定期テスト観点別学習状況による評価 

⑥書写に関する課題・ワークシート 

⑦知識事項に関する小テスト  

⑧古典分野における音読・暗唱テスト 

⑨授業アンケート結果による達成度評価 

 


